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参考データ

資料３



DV相談件数の推移

出典：内閣府男女共同参画局調べ
※全国の配偶者暴力相談支援センターからの相談件数は、令和３年９月30日時点の暫定値
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 ＤＶ相談件数の推移を見ると、2020年度の相談件数は、19万0,030件であり、2019年度の約１．６倍。
 2021年９月の相談件数は、1万4,770件となっている。
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相談した(女) 相談しなかった(女)
無回答(女) 相談した(男)
相談しなかった(男) 無回答(男)

配偶者からの暴力被害の相談の有無、相談先

配偶者からの被害の相談先（複数回答）

（％）

（％）

配偶者からの被害の相談の有無（推移）

（ｎ=363人） （ｎ=219人）

11.4

57.1

1.4

－

－
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0.5

0.9

－

2.7

0.9

5.5

17.8

15.5

4.7

41.6

0.8

0.3

0.6

－

1.7

2.8

4.7

1.9

4.1

5.0

28.9

31.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無回答

どこ（だれ）にも相談しなかった

その他

民生委員・児童委員に相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した

警察に連絡・相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

民間の専門家や専門機関に相談した

職場・アルバイトの関係者に相談した

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

女性 男性

（警察・配暴センター・男女共同参画センター・法
務局等）以外の公的な機関（市役所等）に相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や
男女共同参画センターに相談した

学校関係者（教員、養護教諭、スクール
カウンセラーなど）に相談した

出典：内閣府「男女間における暴力に関する調査」（令和３年３月公表）

 女性の約４割、男性の約６割はどこ（誰）にも相談していない。
 相談先の大多数は、家族・親戚、友人・知人。
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平成28年（度） 平成29年（度） 平成30年（度） 令和元年（度） 令和２年（度）

平成２８年（度）＝１とした場合の件数の推移

保護命令認容件数

配偶者からの暴力事案等に関連する刑法犯・特別法犯の検挙件数

警察本部長等の援助

配暴センター等における相談件数

注：上記グラフのうち、配暴センターにおける相談件数は年度であり、それ以外は年の集計である。
出典：配偶者暴力防止法見直し検討ワーキング・グループ（第三回）における最高裁判所提出資料、内閣府男女共同参画局調べ、「令和2年におけるストーカー事案及び配偶者からの暴力事案等への対応状況に

ついて」（令和3年3月4日警察庁）を元に内閣府作成
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配偶者暴力に関する各種対応の状況
 配偶者暴力に関する各種対応件数をみると、配偶者からの暴力事案等の検挙件数や警察本部長等の援助について

は、微増傾向であり、DV相談件数は令和2年度に急増している。
 一方、保護命令認容件数は、この５年間一貫して減少している。

※点線は、DV相談プラスを除いた数字
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配偶者からの暴力事案等に関連する刑法犯・特別法犯の検挙件数

警察本部長等の援助
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配暴センターにおける相談件数（除くDV相談プラス）



29.9%

58.0%

6.5%

18.2%

6.2%

6.5%

2.9%

3.8%

19.4%

17.7%

22.2%

6.4%

12.2%

4.5%

9.6%

1.7%

19.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

身体的DV
精神的DV
性的DV

経済的DV
社会的DV

交際相手からの暴力
犯罪被害・被害の恐れ

被虐待（本人の過去の体験）
家族のこと
離婚のこと

こころのこと
からだのこと
生活のこと
仕事のこと

児童虐待（子どもへの）
ストーカー被害

その他

ＤＶ相談者の年齢・相談内容

注：数値はいずれも令和２年度通期
出典：令和２年度後期「ＤＶ相談＋（プラス）事業における相談支援の分析に係る調査研究事業」報告書を元に内閣府作成

相談者の年齢 相談内容（複数回答）

 相談者は、３０・４０代が５６％を占める
 相談内容の半数（５８．０％）以上が精神的DVを含んだ相談となっている。
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10代、2.6%
（680） 20代

14.7%
（3,908）

30代
27.1%

（7,207）40代
29.3%

（7,787）

50代
18.7%

（4,981）

60代以上、7.6%
（2,007）

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

N=33,330N=26,570



22.9%
49.8%

6.4%
15.4%

7.5%
5.0%

2.9%
7.4%

27.1%
20.6%

17.2%
20.8%

8.9%
9.1%

1.3%
11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

身体的DV
精神的DV
性的DV

経済的DV
社会的DV

交際相手からの暴力
犯罪被害・被害の恐れ

被虐待（本人の過去の体験）
家族のこと
離婚のこと

こころのこと
からだのこと
生活のこと
仕事のこと

児童虐待（子どもへの）
ストーカー被害

その他

最も困っていることが「こころのこと」である相談において、
同時に選択された相談されたテーマ

 「こころのこと」（精神的不調、不眠や自殺念慮等）を最も困っていることとして相談した件数のうち、 半数近く（49.8％）
が精神的DVについても相談している。

N=7,386

出典：令和２年度後期「ＤＶ相談＋（プラス）事業における相談支援の分析に係る調査研究事業」報告書 を元に内閣府作成
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令和元年

令和２年

認容（発令）件数の推移
総数 うち再度申立て うち無審尋

出典：配偶者暴力防止法見直し検討ワーキング・グループ（第三回）における最高裁判所提出資料より内閣府作成
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新受件総数の推移

最近の保護命令の状況
 近年の新受件総数、認容（発令）件数は減少傾向。無審尋での保護命令の発令は一桁台～20件足らずにとどまって

いる。
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配偶者による子供への被害経験（複数回答）

（％）

8.5

62.2

9.0

0.5

0.5

10.6

11.7

20.3

7.7

57.0

5.3

0.6

1.5

16.3

22.0

30.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

まったくない

わからない

性的虐待

ネグレクト

身体的虐待

心理的虐待

あった 女性(n=337人) 男性(n=188人)あ っ た

心 理 的 虐 待

身 体 的 虐 待

ネ グ レ ク ト

わ か ら な い

ま っ た く な い

無 回 答

性 的 虐 待

資料出所：内閣府「男女間における暴力に関する調査」（令和３年３月公表）

 子供のいる被害女性の約３割が、子供への被害経験も認識。
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配偶者暴力防止法の認知度

						よく知っている シ		よく知らない シ		知らない シ		無回答 ムカイトウ

				男女計 ダンジョケイ		14.4		66.7		16.5		2.3

				女性 ジョセイ		13.5		68.5		15.4		2.6

				男性 ダンセイ		15.3		64.8		17.8		2.1



男女計



法律があることも、その内容も知っている [値]%



法律があることは知っているが、内容は[分類名] [値]%



法律があることを知らなかった [値]%



[分類名] [値]%





よく知っている	よく知らない	知らない	無回答	14.4	66.7	16.5	2.2999999999999998	

女性



 [値]%



 [値]%



[値]%





[値]%







13.5	68.5	15.4	2.6	

男性



[値]%



[値]%



[値]%



[値]%





15.3	64.8	17.8	2.1	



相談窓口の周知度

						知っている シ		知らない シ		無回答 ムカイトウ

				男女計 ダンジョケイ		32.4		64.7		2.9

				女性 ジョセイ		34.3		62.4		3.3

				男性 ダンセイ		30.4		67.2		2.5



男女計



知っている [値]%



[分類名] [値]%



無回答 [値]%



[分類名] [値]%





知っている	知らない	無回答	32.4	64.7	2.9	

女性



 [値]%



 [値]%



[値]%





[値]%







34.299999999999997	62.4	3.3	

男性



[値]%



[値]%



[値]%



[値]%





30.4	67.2	2.5	



夫婦間での行為についての暴力としての認識

		(女性） ジョセイ										（女性） ジョセイ

		63.7		24.9		6.6		4.8

		77.6		15.7		2.8		3.9

		69.1		19.2		7.3		4.4

		71.9		18.1		5.9		4.1

		65.5		22.0		8.3		4.2

		59.1		28.2		8.9		3.8

		49.9		33.0		12.9		4.3

		46.3		35.7		14.0		3.9

		42.3		33.7		19.7		4.3

		37.3		50.2		9.1		3.4

		92.7		3.5		0.9		2.9

		60.5		31.3		4.8		3.5

		94.6		2.1		0.4		2.8

		82.2		14.1		0.8		2.9

		65.4		29.7		1.8		3.1



		(男性） オトコ										(男性） オトコ

		59.4		29.5		7.0		4.0

		76.6		17.4		3.2		2.8

		63.3		25.0		8.4		3.3

		66.5		23.7		6.6		3.2

		58.5		28.3		9.7		3.5

		50.5		35.7		10.8		2.9

		42.9		40.2		13.7		3.2

		43.9		38.0		15.2		2.8

		34.6		37.9		24.6		2.9

		31.2		54.9		11.5		2.3

		92.9		3.8		1.1		2.2

		55.7		35.5		6.1		2.7

		95.0		2.5		0.5		2.0

		84.5		12.8		0.7		2.0

		67.7		29.1		1.2		2.0



【機密性2情報】		














63.7	77.599999999999994	69.099999999999994	71.900000000000006	65.5	59.1	49.9	46.3	42.3	37.299999999999997	92.7	60.5	94.6	82.2	65.400000000000006	



24.9	15.7	19.2	18.100000000000001	22	28.2	33	35.700000000000003	33.700000000000003	50.2	3.5	31.3	2.1	14.1	29.7	

6.6	2.8	7.3	5.9	8.3000000000000007	8.9	12.9	14	19.7	9.1	0.9	4.8	0.4	0.8	1.8	

4.8	3.9	4.4000000000000004	4.0999999999999996	4.2	3.8	4.3	3.9	4.3	3.4	2.9	3.5	2.8	2.9	3.1	





59.4	76.599999999999994	63.3	66.5	58.5	50.5	42.9	43.9	34.6	31.2	92.9	55.7	95	84.5	67.7	



29.5	17.399999999999999	25	23.7	28.3	35.700000000000003	40.200000000000003	38	37.9	54.9	3.8	35.5	2.5	12.8	29.1	

7	3.2	8.4	6.6	9.6999999999999993	10.8	13.7	15.2	24.6	11.5	1.1000000000000001	6.1	0.5	0.7	1.2	

4	2.8	3.3	3.2	3.5	2.9	3.2	2.8	2.9	2.2999999999999998	2.2000000000000002	2.7	2	2	2	



Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ




暴力認識の項目

		Ａ		平手で打つ ヒラテ ウ

		Ｂ		足でける アシ

		Ｃ		身体を傷つける可能性の
ある物でなぐる シンタイ キズ カノウセイ モノ

		Ｄ		なぐるふりをして、脅す オド

		Ｅ		刃物などを突き付けて、おどす ハモノ ツ ツ

		Ｆ		大声でどなる オオゴエ

		Ｇ		他の異性との会話を許さない タ イセイ カイワ ユル

		Ｈ		何を言っても長期間無視し続ける ナニ イ チョウキカン ムシ ツヅ

		Ｉ		交友関係や行き先、電話・
メールなどを細かく監視する コウユウ カンケイ イキサキ デンワ コマ カンシ

		J		「誰のおかげで生活できるんだ」
とか、「かいしょうなし」と言う ダレ セイカツ イ

		Ｋ		家計に必要な生活費を渡さない カケイ ヒツヨウ セイカツヒ ワタ

		Ｌ		職場に行くことを妨害したり、
外出先を制限する ショクバ イ ボウガイ ガイシュツ サキ セイゲン

		Ｍ		家族や友人との関わりを持たせない カゾク ユウジン カカ モ

		Ｎ		いやがっているのに
性的な行為を強要する セイテキ コウイ キョウヨウ

		O		避妊に協力しない ヒニン キョウリョク





配偶者からの被害経験

		1.6		2.9		90.6		4.9

		2.4		2.6		90.3		4.7

		3.7		6.8		84.7		4.7

		2.4		10.8		82.8		4.0

		6.8		13.5		76.1		3.6

				あった
（計） ケイ





				（20.3）



				（13.2）



				（10.6）



				（5.0）



				（4.5）



【機密性2情報】		














1.6	2.4	3.7	2.4	6.8	

2.9	2.6	6.8	10.8	13.5	

90.6	90.3	84.7	82.8	76.099999999999994	

4.9000000000000004	4.7	4.7	4	3.6	





配偶者からの被害経験 (女、男)

		(女性） ジョセイ										（女性） ジョセイ										(男性） オトコ

		3.0		4.1		86.9		6.0

		3.6		3.8		87.2		5.4

		5.3		6.6		82.5		5.6

		3.3		12.1		79.6		5.0

		9.7		14.0		72.1		4.2

		(男性） オトコ

		1.5		-		94.8		3.7

		0.9		1.3		93.8		3.9

		2.0		7.1		87.2		3.7

		1.4		9.4		86.2		3.0

		3.5		13.1		80.5		2.9

																																						女 オンナ		男 オトコ

																																						あった
（計） ケイ		あった
（計） ケイ

																																配偶者からの
被害経験の有無 ハイグウシャ ヒガイ ケイケン ウム						（23.7）		（16.6）

																																Ａ		身体的暴行 シンタイテキ ボウコウ				（15.4）		（10.8）

																																Ｂ		心理的攻撃 シンリテキ コウゲキ				（11.9）		（9.1）

																																Ｃ		経済的圧迫 ケイザイテキ アッパク				（7.4）		（2.3）

																																Ｄ		性的強要 セイテキ キョウヨウ				（7.1）		（1.5）



【機密性2情報】		














3	3.6	5.3	3.3	9.6999999999999993	

4.0999999999999996	3.8	6.6	12.1	14	

86.9	87.2	82.5	79.599999999999994	72.099999999999994	











6	5.4	5.6	5	4.2	





1.5	0.9	2	1.4	3.5	－





0	1.3	7.1	9.4	13.1	

94.8	93.8	87.2	86.2	80.5	

3.7	3.9	3.7	3	2.9	





配偶者からの被害経験 (この１年)

		5.9		16.0		67.2		10.9

		15.0		15.8		53.4		15.8

		11.3		36.0		45.9		6.7

		1.7		18.4		68.8		11.0

		10.1		27.8		54.0		8.1



【機密性2情報】		














5.9	15	11.3	1.7	10.1	

16	15.8	36	18.399999999999999	27.8	

67.2	53.4	45.9	68.8	54	

10.9	15.8	6.7	11	8.1	



（％）



配偶者からの被害経験 (女、男) (この１年)

		(女性） ジョセイ										（女性） ジョセイ										(男性） オトコ

		7.0		16.0		67.0		10.0

		12.5		12.5		56.7		18.3

		11.4		35.9		44.3		8.4

		0.5		14.8		70.8		13.9

		10.5		26.5		53.0		9.9

		(男性） オトコ

		-		15.8		68.4		15.8

		24.1		27.6		41.4		6.9

		11.2		36.2		48.3		4.3

		3.6		24.1		65.7		6.6

		9.5		29.9		55.5		5.2



【機密性2情報】		














7	12.5	11.4	0.5	10.5	

16	12.5	35.9	14.8	26.5	

67	56.7	44.3	70.8	53	



10	18.3	8.4	13.9	9.9	



-



0	24.1	11.2	3.6	9.5	15.8



15.8	27.6	36.200000000000003	24.1	29.9	

68.400000000000006	41.4	48.3	65.7	55.5	



15.8	6.9	4.3	6.6	5.2	





配偶者からの被害経験 (この１年) (実数)

				女 オンナ												男 オトコ

				何度もあった ナンド		１、２度あった ド		まったくない		無回答 ムカイトウ						何度もあった ナンド		１、２度あった ド		まったくない		無回答 ムカイトウ

		全体 ゼンタイ		35		88		176		33				全体 ゼンタイ		20		63		117		11

		身体的暴行 シンタイ テキ ボウコウ		1		32		153		30				Ａ		5		33		90		9

		心理的 シンリ テキ		19		60		74		14				Ｂ		13		42		56		5

		経済的 ケイザイテキ		13		13		59		19				Ｃ		7		8		12		2

		性的強要 セイテキ キョウヨウ		7		16		67		10				Ｄ		-		3		13		3

				女性計 ジョセイ ケイ		Ａ		Ｂ		Ｃ		Ｄ				男性計 ダンセイ ケイ		Ａ		Ｂ		Ｃ		Ｄ



【機密性2情報】		


何度もあった	

35	1	19	13	7	１、２度あった	

88	32	60	13	16	まったくない	

176	153	74	59	67	無回答	

33	30	14	19	10	





何度もあった	-



全体	Ａ	Ｂ	Ｃ	Ｄ	20	5	13	7	0	１、２度あった	

全体	Ａ	Ｂ	Ｃ	Ｄ	63	33	42	8	3	まったくない	

全体	Ａ	Ｂ	Ｃ	Ｄ	117	90	56	12	13	無回答	

全体	Ａ	Ｂ	Ｃ	Ｄ	11	9	5	2	3	







配偶者からの被害経験 (女、男) (この１年) (年齢

				(女性） ジョセイ										（女性） ジョセイ										(男性） オトコ

				5.1		19.9		58.1		16.9

				15.9		14.5		63.8		5.8

				11.7		33.8		46.8		7.8

				13.3		51.1		35.6		-

				40.0		40.0		20.0		-

				10.5		26.5		53.0		9.9













				(男性） オトコ

				4.7		24.4		60.5		10.5

				13.2		20.8		62.3		3.8

				14.3		38.1		47.6		-

				8.0		56.0		36.0		-

				20.0		20.0		60.0		-

				9.5		29.9		55.5		5.2



																																												女 オンナ		男 オトコ

																																												あった
（計） ケイ		あった
（計） ケイ

																																		全年齢計 ゼン ネンレイケイ										(37.0)		(39.3)

																																		20		～		29		歳 サイ				(80.0)		(40.0)

																																		30		～		39		歳 サイ				(64.4)		(64.0)

																																		40		～		49		歳 サイ				(45.5)		(52.4)

																																		50		～		59		歳 サイ				(30.4)		(34.0)

																																		60		歳 サイ		以 イ		上 ウエ				(25.0)		(29.1)



【機密性2情報】		


(女性）	

5.0999999999999996	15.9	11.7	13.3	40	10.5	

19.899999999999999	14.5	33.799999999999997	51.1	40	26.5	

58.1	63.8	46.8	35.6	20	53	-

-



16.899999999999999	5.8	7.8	0	0	9.9	





(男性）	

4.7	13.2	14.3	8	20	9.5	

24.4	20.8	38.1	56	20	29.9	

60.5	62.3	47.6	36	60	55.5	-

-

-



10.5	3.8	0	0	0	5.2	







配偶者からの被害の相談の有無

		（女） オンナ

				平成１７年度 ヘイセイ ネン ド		２０年度 ネン ド		２３年度 ネン ド		２６年度 ネン ド

		相談した（女） ソウダン オンナ		48.0		45.9		55.0		50.3

		相談しなかった（女） ソウダン オンナ		46.9		53.0		41.4		44.9

		無回答（女） ムカイトウ オンナ		5.0		1.1		3.6		4.8

		相談した（男） ソウダン オトコ		15.6		21.7		19.3		16.6

		相談しなかった（男） ソウダン オトコ		84.4		77.2		76.1		75.4

		無回答（男） ムカイトウ オトコ		-		1.1		4.5		8.1





























配偶者からの被害の相談の有無（推移）



相談した（女）	

平成１７年度	２０年度	２３年度	２６年度	48	45.9	55	50.3	相談しなかった（女）	

平成１７年度	２０年度	２３年度	２６年度	46.9	53	41.4	44.9	無回答（女）	

平成１７年度	２０年度	２３年度	２６年度	5	1.1000000000000001	3.6	4.8	相談した（男）	

平成１７年度	２０年度	２３年度	２６年度	15.6	21.7	19.3	16.600000000000001	相談しなかった（男）	

平成１７年度	２０年度	２３年度	２６年度	84.4	77.2	76.099999999999994	75.400000000000006	無回答（男）	-



平成１７年度	２０年度	２３年度	２６年度	0	1.1000000000000001	4.5	8.1	









配偶者からの被害の相談先

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		無回答 ムカイトウ		8.1		4.8

		相談しなかった ソウダン		75.4		44.9

		その他 タ		0.5		1.5

		学校関係者 ガッコウ カンケイシャ		-		0.6

		人権擁護機関 ジンケン ヨウゴ キカン		-		0.6

		その他の公的機関 タ コウテキ キカン		-		0.9

		医療関係者 イリョウ カンケイシャ		0.9		0.6

		配暴センター ハイ ボウ		-		1.5

		民間の専門家など ミンカン センモンカ		-		2.4

		警察 ケイサツ		0.9		1.8

		友人・知人 ユウジン チジン		8.5		29.8

		家族・親戚 カゾク シンセキ		10.0		31.9

		相談した ソウダン		16.6		50.3

















										相談した ソウダン

												家族や親戚に相談 カゾク シンセキ ソウダン

												友人・知人に相談 ユウジン チジン ソウダン

												警察に連絡・相談 ケイサツ レンラク ソウダン

												民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カウンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど）に相談 ミンカン センモンカ センモン キカン ベンゴシ ベンゴシ カイ キカン ミンカン ソウダン

												配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や男女共同参画センターに相談 ハイグウシャ ボウリョク ソウダン シエン フジン ソウダンショ トウ ダンジョ キョウドウ サンカク ソウダン

												医療関係者（医師、看護師など）に相談 イリョウ カンケイシャ イシ カンゴシ ソウダン

												（警察・配暴センター・男女共同参画センター・法務局等）以外の公的な機関（市役所など）に相談 ケイサツ ハイ ボウ ダンジョ キョウドウ サンカク ホウムキョク トウ イガイ コウテキ キカン シヤクショ ソウダン

												法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談 ホウムキョク チホウ ホウムキョク ジンケン ヨウゴ イイン ソウダン

												学校関係者（教員、養護教諭、スクールカウンセラーなど）に相談 ガッコウ カンケイシャ キョウイン ヨウゴ キョウユ ソウダン

												その他 タ

										どこ（だれ）にも相談しなかった ソウダン

										無回答 ムカイトウ



配偶者からの被害の相談先



男性	75.4

0.5

-

-

-

0.9

-

-



無回答	相談しなかった	その他	学校関係者	人権擁護機関	その他の公的機関	医療関係者	配暴センター	民間の専門家など	警察	友人・知人	家族・親戚	相談した	8.1	75.400000000000006	0.5	0	0	0	0.9	0	0	0.9	8.5	10	16.600000000000001	女性	

無回答	相談しなかった	その他	学校関係者	人権擁護機関	その他の公的機関	医療関係者	配暴センター	民間の専門家など	警察	友人・知人	家族・親戚	相談した	4.8	44.9	1.5	0.6	0.6	0.9	0.6	1.5	2.4	1.8	29.8	31.9	50.3	









相談しなかった理由

				女性 ジョセイ		男性 ダンセイ

		相談するほどでは ソウダン		47.0		64.2

		自分にも悪いところ ジブン ワル		32.2		33.3

		相談してもむだだ ソウダン		22.1		16.4

		自分さえがまんすれば ジブン		21.5		17.0

		ＤＶとは認識していなかった ニンシキ		12.8		10.1

		恥かしくて言えなかった ハズ イ		12.1		11.3

		どこ（だれ）に相談してよいのか ソウダン		8.1		5.0

		他人を巻き込みたくなかった タニン マ コ		6.0		8.2

		世間体が悪いと思ったから セケンテイ ワル オモ		6.0		7.5

		思い出したくなかったから オモ ダ		6.0		5.7

		相手の行為は愛情の表現 アイテ コウイ アイジョウ ヒョウゲン		3.4		5.0

		相談相手によって不快な思い ソウダン アイテ フカイ オモ		3.4		-

		これまで通りのつき合いができな ドオ ア		2.7		-

		相手の仕返しが怖かったから アイテ シカエ コワ		1.3		-

		その他 タ		6.7		2.5

		無回答 ムカイトウ		1.3		1.3







												相談するほどのことではないと思ったから ソウダン オモ		自分にも悪いところがあると思ったから ジブン ワル オモ		相談してもむだだと思ったから ソウダン オモ		自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから ジブン オモ		自分が受けている行為がＤＶとは認識していなかったから ジブン ウ コウイ ニンシキ		恥かしくてだれにも言えなかったから ハズ イ		どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから ソウダン		他人を巻き込みたくなかったから タニン マ コ		世間体が悪いと思ったから セケンテイ ワル オモ		そのことについて思い出したくなかったから オモ ダ		相手の行為は愛情の表現だと思ったから アイテ コウイ アイジョウ ヒョウゲン オモ		相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思ったから ソウダン アイテ ゲンドウ フカイ オモ オモ		他人に知られると、これまでどおりのつき合い（仕事や学校などの人間関係）ができなくなると思ったから タニン シ ア シゴト ガッコウ ニンゲン カンケイ オモ		相手の仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、性的な画像のばらまきなど） アイテ シカエ コワ ボウリョク セイテキ ガゾウ		その他		無回答









































相談しなかった理由



女性	

相談するほどでは	自分にも悪いところ	相談してもむだだ	自分さえがまんすれば	ＤＶとは認識していなかった	恥かしくて言えなかった	どこ（だれ）に相談してよいのか	他人を巻き込みたくなかった	世間体が悪いと思ったから	思い出したくなかったから	相手の行為は愛情の表現	相談相手によって不快な思い	これまで通りのつき合いができな	相手の仕返しが怖かったから	その他	無回答	47	32.200000000000003	22.1	21.5	12.8	12.1	8.1	6	6	6	3.4	3.4	2.7	1.3	6.7	1.3	男性	-

-

-



相談するほどでは	自分にも悪いところ	相談してもむだだ	自分さえがまんすれば	ＤＶとは認識していなかった	恥かしくて言えなかった	どこ（だれ）に相談してよいのか	他人を巻き込みたくなかった	世間体が悪いと思ったから	思い出したくなかったから	相手の行為は愛情の表現	相談相手によって不快な思い	これまで通りのつき合いができな	相手の仕返しが怖かったから	その他	無回答	64.2	33.299999999999997	16.399999999999999	17	10.1	11.3	5	8.1999999999999993	7.5	5.7	5	0	0	0	2.5	1.3	









被害を受けたときの行動

						相手と別れた アイテ ワカ		別れたいと思ったが別れなかった ワカ オモ ワカ		別れたいと思わなかった ワカ オモ		無回答 ムカイトウ

				男女計 ダンジョケイ		8.7		39.2		42.2		9.9

				女性 ジョセイ		10.8		45.8		36.4		6.9

				男性 ダンセイ		5.2		28.9		51.2		14.7



男女計



相手と別れた [値]%



別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった [値]%



別れたい（別れよう）とは思わなかった [値]%



[分類名] [値]%





相手と別れた	別れたいと思ったが別れなかった	別れたいと思わなかった	無回答	8.6999999999999993	39.200000000000003	42.2	9.9	

女性



 [値]%



 [値]%



[値]%





[値]%







10.8	45.8	36.4	6.9	

男性



[値]%



[値]%



[値]%



[値]%





5.2	28.9	51.2	14.7	



配偶者と別れなかった理由

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		無回答 ムカイトウ		-		0.7

		その他 タ		9.8		9.9

		相手の仕返しが怖かった アイテ シカエ コワ		-		3.9

		相手には自分が必要だと アイテ ジブン ヒツヨウ		18.0		7.2

		周りから別れることに反対された マワ ワカ ハンタイ		3.3		7.9

		これ以上は繰り返されない イジョウ ク カエ		6.6		11.8

		相手が別れることに同意しなかった アイテ ワカ ドウイ		11.5		12.5

		世間体が悪いと思った セケンテイ ワル オモ		23.0		18.4

		相手が変わってくれるかもしれない アイテ カ		26.2		19.7

		経済的な不安 ケイザイテキ フアン		14.8		44.7

		子どもがいる・子どものことを考えた コ コ カンガ		59.0		65.8























										子どもがいるから、子どものことを考えたから コ コ カンガ

										経済的な不安があったから ケイザイテキ フアン

										相手が変わってくれるかもしれないと思った から アイテ カ オモ

										世間体が悪いと思ったから セケンテイ ワル オモ

										相手が別れることに同意しなかったから アイテ ワカ ドウイ

										これ以上は繰り返されないと思ったから イジョウ ク カエ オモ

										相手には自分が必要だと思ったから アイテ ジブン ヒツヨウ オモ

										周囲の人から、別れることに反対されたから シュウイ ヒト ワカ ハンタイ

										相手の仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、性的な画像のばらまきなど） アイテ シカエ コワ ボウリョク セイテキ ガゾウ

										その他 タ

										無回答 ムカイトウ



配偶者と別れなかった理由



男性	-

-



無回答	その他	相手の仕返しが怖かった	相手には自分が必要だと	周りから別れることに反対された	これ以上は繰り返されない	相手が別れることに同意しなかった	世間体が悪いと思った	相手が変わってくれるかもしれない	経済的な不安	子どもがいる・子どものことを考えた	0	9.8000000000000007	0	18	3.3	6.6	11.5	23	26.2	14.8	59	女性	

無回答	その他	相手の仕返しが怖かった	相手には自分が必要だと	周りから別れることに反対された	これ以上は繰り返されない	相手が別れることに同意しなかった	世間体が悪いと思った	相手が変わってくれるかもしれない	経済的な不安	子どもがいる・子どものことを考えた	0.7	9.9	3.9	7.2	7.9	11.8	12.5	18.399999999999999	19.7	44.7	65.8	









子どもが原因の別れなかった理由

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		無回答 ムカイトウ		-		2

		その他 タ		2		4

		子どもに危害が加えられ コ キガイ クワ		-		1

		保育所・学校の問題 ホイク ショ ガッコウ モンダイ		-		2

		相手に親権を奪われ アイテ シンケン ウバ		3		2

		子どもを置いていけ コ オ		-		3

		養育しながら生活する自信 ヨウイク セイカツ ジシン		3		17

		子どもをひとり親 コ オヤ		11		33

		子どもにこれ以上不安 コ イジョウ フアン		17		36



























										子どもにこれ以上余計な不安や心配をさせたくないから コ イジョウ ヨケイ フアン シンパイ

										子どもをひとり親（家庭の子ども）にしたくなかったから コ オヤ カテイ コ

										養育しながら生活していく自信がなかったから ヨウイク セイカツ ジシン

										出ていくなら子どもを置いていけと言われたから デ コ オ イ

										相手に親権を奪われ、子どもと離ればなれになるおそれがあったから アイテ シンケン ウバ コ ハナ

										子どもの保育所や学校の問題（子どもが転校を嫌がる、保育所への転入が難しいなど） コ ホイク ショ ガッコウ モンダイ コ テンコウ イヤ ホイク ジョ テンニュウ ムズカ

										相手と子どもだけで暮らすことになった場合、子どもに危害が加えられるおそれがあったから アイテ コ ク バアイ コ キガイ クワ

										その他 タ

										無回答 ムカイトウ







子どもが原因で別れなかった最大理由



男性	-

-

-

-



無回答	その他	子どもに危害が加えられ	保育所・学校の問題	相手に親権を奪われ	子どもを置いていけ	養育しながら生活する自信	子どもをひとり親	子どもにこれ以上不安	0	2	0	0	3	0	3	11	17	女性	

無回答	その他	子どもに危害が加えられ	保育所・学校の問題	相手に親権を奪われ	子どもを置いていけ	養育しながら生活する自信	子どもをひとり親	子どもにこれ以上不安	2	4	1	2	2	3	17	33	36	









子どもの被害経験

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		無回答 ムカイトウ		23.5		16.1

		まったくない		44.4		46.0

		わからない		11.8		6.0

		性的虐待 セイテキ ギャクタイ		-		0.4

		ネグレクト		-		1.4

		身体的虐待 シンタイテキ ギャクタイ		10.2		16.1

		心理的虐待 シンリテキ ギャクタイ		16.6		27.4

		あった		20.3		31.9





















										あった

												心理的虐待 シンリテキ ギャクタイ

												身体的虐待 シンタイテキ ギャクタイ

												ネグレクト

												性的虐待 セイテキ ギャクタイ

										わからない

										まったくない

										無回答 ムカイトウ















子どもの被害経験



男性	-

-



無回答	まったくない	わからない	性的虐待	ネグレクト	身体的虐待	心理的虐待	あった	23.5	44.4	11.8	0	0	10.199999999999999	16.600000000000001	20.3	女性	

無回答	まったくない	わからない	性的虐待	ネグレクト	身体的虐待	心理的虐待	あった	16.100000000000001	46	6	0.4	1.4	16.100000000000001	27.4	31.9	









命の危険を感じた経験

						感じた カン		感じなかった カン		被害を受けたことがない ヒガイ ウ		無回答 ムカイトウ				36.8684210526

				男女計 ダンジョケイ		1.9		15.6		76.1		6.4

				女性 ジョセイ		2.7		18.1		72.1		7.1

				男性 ダンセイ		0.9		12.9		80.5		5.7



男女計



感じた [値]%



[分類名] [値]%



被害を受けたことがない [値]%



[分類名] [値]%





感じた	感じなかった	被害を受けたことがない	無回答	1.9	15.6	76.099999999999994	6.4	

女性



 [値]%



 [値]%



[値]%





[値]%







2.7	18.100000000000001	72.099999999999994	7.1	

男性



[値]%



[値]%



[値]%



[値]%





0.9	12.9	80.5	5.7	
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184

2,082 

1,826 
1,700 

1,591 
1,465 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年／
令和元年

令和２年

被害者のみ 子及び親族等への接近禁止命令が同時に発令 子への接近禁止命令が同時又は事後に発令 親族等への接近禁止命令が同時又は事後に発令

被害者と
同時又は事後に
子への
接近禁止命令

✓ 約６割が被害者への接近禁止命令と同時又は事後に子への接近禁止命令も発令されている。

保護命令の対象別件数

出典：配偶者暴力防止法見直し検討ワーキング・グループ（第三回）における最高裁判所提出資料より内閣府作成
9



出典：第9回裁判の迅速化に係る検証に関する報告書（令和3年７月最高裁判所事務総局）

離婚の訴えにおける平均審理期間の推移（訴訟代理人弁護士の関与の有無別）

 訴訟代理人ありの場合には、1年以上を要している。全体的に長期化する傾向にある。

10



3,012 2,823 2,573 2,295 1,999 

11,059 10,452 10,202 9,476 8,596 

4,219 4,215 4,028 
3,857 

3,362 

3,121 3,267 3,146 
2,965 

2,847 

1,269 1,242 1,248 
1,129 

1,085 

3,027 3,014 
2,828 

2,805 

2,219 

68 94 
117 

70 

97 

363 
450 

354 
296 

311 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年／令和元年 令和2年
同居 6月未満別居 6月～1年未満 1年～2年未満 2年～3年未満 3年以上 期間不詳 同居とも別居ともいえない

６月以上
別居

出典：司法統計より内閣府作成

調停離婚成立案件における同居・別居の状況

 調停離婚成立案件について、６月未満の別居が40％程度であるのに対し、45％程度が6月以上（30％程度が1年以
上）別居している。

１年以上
別居
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